
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
  
◆民衆が１３０年前に創った“民主”憲法 五日市憲法草案   

渋谷区が村だったころ、山村の五日市は町だった。青年たちが討論して、千

葉卓三郎が書き上げた日本帝国憲法・五日市憲法草案。今から約 130 年前（明

治 14 年）のことだ。しかし、草案はこの地の深澤家の土蔵（写真）の中で眠

り続けて、発見されたのは 87 年経った 1968 年だった。 

204 条の草案は、三権分立を明確にし、「国民の権利」を細かく規定してい

る“民主”憲法であった。自由民権運動の中で起草され、現憲法と地下水脈で

つながっている「五日市憲法草案」を「再発見」しよう。 

プログラム （11：40～13：30） 

1. 再発見（現地）ツアービデオ報告 

2. 電子紙芝居「青春を駆けぬけた千葉卓三郎」 

3. 講演 多摩の在野から生まれた国家構想 
   「五日市憲法草案」を読んで学ぶ 

講師：新井勝紘氏（草案の発見者、現 専修大学文学部教授） 

 

 

 
 

 

自主企画：五憲の会 
（五日市憲法草案を東京の宝に！ の会） 

あきる野・光が丘・東大和 ９条の会 
連絡先：042-558-7857（前田） ＨＰはあきる野 9 条の会 検索で 

 

五憲の会 ブース もやってます！ 
 

「おしるこ」1 杯 100 円、「おやき」３個入り 300 円 

鈴木富雄 著「今、五日市憲法草案が輝く」350 円 

冊子「私たちの戦争体験記」350 円、同続編 450 円など 

写真展示：五日市憲法草案 再発見ツアー 

◆ 特別展示◆「爆殺された張作霖が上原元帥に贈った署名入り写真（実物）」 

 


